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　目的　関口らは家政考lこ人間守破の概念を導ヘレ々れに境丿マ前回は, 山田らび食物

嘗の価値体系化と進めた．さらに今El IJ. 飛状の家政苛^ 食物浮）における多< の研冤を

演え、その内容及び実態をよ､記m値（人間守護導入）の点よ') 探索する．

　吻’法　家政存にちけろ研究の内幕を水家蔵存会（茅3o ･ 3iia ）の研究.発表要旨熹ヵヽら嵌

丸、そ:におられる研児.の内春をa的別に分題しr--. まn. 食物浮^構成すろ食晶尊・票

養厚･ 調理学耳を専門別にみて、その冬専門の頻友歌Sr捉えた．さらに. そi＼Xら各専門の

研究の中で■より食丈悠心
兎薯を基礎的研見（I) とし遮予の考祭を行った．

　結果　研兎発表の内春･を研究目的別に今頬I たところ、食物の文化的樵れ!:逼求すろ研

充が多りヽつた．また. 発表内春を食物字を構咸すろ寄門別に大別した屹果、早30加は食品

考･ 調理嘗と考えられろ研兎、第3日司は食晶俘と考えられる研究が多ヵ｀つたがヽ衛生淳の

吻ヽ野と思われろ研充は両年とbきわめて少なかっt-.さらに.これらの研免を基礎的研死

に大別した趙果．食品尊･ 調理俘なとほ前看、農養浮ば挾漕に馮すろ研充が多わ｀つr~.　し

ｔレ術生苛は基硬的・応用的研見IT)内春の研充がほぼ同数で･あっr--．さらに今桟は、こ

の研究乞もいこ嵐題の目的I: it 'J 政浮の暫し丿研究方城の探貴をこころみたい、
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　　　　一現だの研完発表きもとにして（被服引
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　目的　関口らは象政利こ人間守護≪^概念と導入レ前回・発表剣心I'ては･>]股りiン

この概恚忿被限m.粁俘の研良方伺柱.よりλて妥当t" あ冷々ずっいて検討と行づこ．今回μ

現貳の被眼字ド関るPくの考究に一丿1てでの内容、方法び哨レ上記価匯(A開守謨)

の点より探系£ 試み'i むりで･ある･
　力法　このため演肩らは、逢去I

■おけ４本永政さ蚕総を(岑30ヽ丼31
司) 心if良発表要

旨より椎賦､閃憬の呵良発暴と取上ず、先づ丼一目噴とレX . 被玖の恥習: ･* 1)濃虎よ')身

体と守ること. z)芙し<装うこと. 3)社を性．久化性きれめ^こと. .>:いう眺点より研究
と捉光、．特じ身体の誘爆ド測レて(3 更に詳I べ分銀、分町レ入一方、研免方池､いｰ･さ、

基めり研見応用呼鴉としズ亦巾この面よりの廊い行-> fこ．
　麟暴袱眼ト閑す-^舛究μ、内部沁見^場冶、被服本床・^a≪ｸやあ^牙体と守･うと

いにとド関連し^鮮究が大邦かと占めていTz. 考良方渚､の面より凡八場合、大夕数が1ﾖ

黙什字的争議とr. ->rい^ セ=･!恰当中や命吻が｀、基蔵幻研究、庇哺的可児の面よりも分け

てゆか.こ托らの結果と人閃守蹟ei±端にrいて今狼検討レｔ ^さ/い．


